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【 目的】　 演者らは脂質の酸化ラジカルか老化や発癌の原因となる’とと力5永唆されている

ことから，日本の基盤的食品となっている味噌の抗酸化物質に興味を持って研究を進めて

いるが，今回は豆味噌や醤油醸造に用いるAsp.sojae の生産する抗酸化物質について解析
した。

【方法】　（1 ）試験菌株および培地：Asp.sojae KBN 942 株（（ 株）椛屋三左衛門商店

譲与株）をCzapek Dox 培地で静置・振査培養（SO °C ）した。

（2 ）抗酸化物質の分別法:Cation 樹脂（H型）,  Anion樹脂（OH 型）に対する吸着性と

Sepbadex G-15 による分子飾分別，ついでDowex50-X2 イオン交換クロマトグラフィー等で

精製した。

（３）分析法：アミノ化合物はニンヒドリン法，銅－ホーリン法で比色すると共に島津製

アミノ酸分析システムで測定した。ＰＯＶはFerric thiocyanate 法によった。

【結果】　Asp.sojae の振査培養液にアミノ化合物の集積と共に強い抗酸化活性がみられ

た。その有効物質は顕著な抗酸化活性を示すCation 吸着性物質と微弱な作用を示すAnion

吸着性物質の２種であり，前者は後者よりも幾分分子量の大きい中分子物質であった。さ

らに>   Cation吸着の中分子物質はDowex50-X2 イオン交換クロマトグラフィーで10 種類のニ

ンヒドリン陽性ピークに分けられ，そのうち酸性ペプチド（ ピーク11）と塩基性ペプチド

（ ピーク93）に抗酸化活性がみられ，前者はGly, Asp, Ser, Glu を後者はLys, Asp. Glu, His

を主要なアミノ酸残基とするペプチドと考えられた。
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加 熱 処 理 小 麦 粉 脂一質 の 変 化.と そ れ ら のuniu －test 結 果

瀬 口 正 晴

目 的　 小 麦 粉 中 の 脂 質 は 、 含 量 が 約1  % と い う 少 量 に も か か わ ら ず 、 パ ン や ケ ー キ 類 で

は そ の 膨 張 や 組 織 形 成 に 重 要 な 役 割 り を 演 じ て い る こ と が 知 ら れ て い る 。 一 方 、 小 麦 粉 の

塩 素 処 理 や 加 熱 処 理 は ケ ー キ 類 の 改 良 効 果 （ ケ ー キ の 膨 張 、 口 腔 内 で の 弾 力 性 、 ガ ミ ネ ス

の 改 良 ） に 重 要 な 役 割 り を 演 じ て い る こ と が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 こ れ ら の 改 良 処 理 が

小 麦 粉 脂 質 に 与 え る 影 響 に つ い て は 、 不 明 の 点 が 多 い 。 今 回 、 Ｔ Ｌ Ｃ ， Ｇ Ｃ を 使 っ て 小 麦

粉 脂 質 の こ れ ら の 処 理 に よ る 変 化 を 調 べ 、 さ ら にurnu-test を 用 い て 突 然 変 異 原 性 試 験 を 行

っ た 。

方 法　 塩 素 処 理 小 麦 粉 は 、1.0,3.0 ，5.0,7.0,9.0    C≒　gas ／Kg 小 麦 粉 の レ ベ ル で 調 製 し

加 熱 処 理 小 麦 粉 は120  "t;   0.5,1.0,2.0 ，3.0 ，5.0 時 間 の 加 熟 処 理 で 調 製 し た 。 小 麦 粉 脂 質 は

水 飽 和n
 － ブ タ ノ ー ル （

Ｗ Ｓ Ｂ ） 抽 出 を ２回 行 い 、 減 圧 濃 縮 後 シ ロ ッ プ と し て 得 た 。 得 ら れ

た 各 脂 質 はT   L C    （ ク ロ ロ ホ ル ム ー メ タ ノ ー ル ー 水=    65 ：2    5 ：4    ）,      G  C で 検 討 し た

。UBU-test は 、 市 販 キ ッ ト 、 ウ ム ラ ッ ク （ 大 塚 ア ッ セ イ 研 究 所 ） を 使 用 し た 。

結 果　 Ｔ Ｌ Ｃ-の 結 果 、 塩 素 処 理 に よ りRf 値 の 低 い ス ポ ッ ト が 現 わ れ 、 新 た な 誘 導 体 の 生

成 が 認 め ら れ た 。G   C で は 、 塩 素 処 理 に よ り ５－６種 の 誘 導 体 の 生 成 が 認 め ら れ 、 加 熱 処 理

の 場 合 も 塩 素 処 理 と は 異 な っ た 誘 導 体 の 生 成 が 認 め ら れ た 。 こ れ ら の 誘 導 体 は 、C     18   ：1,    C

18 こ2か ら 生 じ た も の
と 推 察 さ れ た 。umu-test か ら は 、 い ず れ の 脂 質 も 突 然 変

異 原 性 が 認 め

ら れ な か っ た 。
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